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1．はじめに  

世界一の長寿国となったわが国では，嘗てのように住み慣れたわが家で家族や親戚に囲まれな  

がら自然に死を迎えることが困難になってきており，それ故ターミナルケアや尊厳死など，高齢  

者が死に臨む際のあり方や死に方を巡る問題への社会的関心がこれまでになく高まってきてい  

る。しかしながらわが国の高齢者が自らの死を如何に捉えているかという基礎的な事柄に関して  

は確かな情報が驚くほど欠落しており，十分な実証研究の積み重ねがなされてきたとは言い難い  

（青木，2000；河合・下仲・中里，1996；黒田・他，1994；辰巳，2000）。さらには報告数の少なさにも  

拘らず，わが国における高齢者を対象とした死の意味づけに関わる研究においては，それぞれの  

研究者が用いる定義について十分な議論がなされぬままに今日に至っており，それ故に概念間の  

関係性が曖昧で，研究間の十分な比較検討が行われていないというのが現状である。   

従って本稿の目的は，諸研究の知見を整理することで今後の研究の足場を形成することである。  

具体的にはまず諸研究において用いられる死生観あるいは死への態度などの諸概念の整理および  

定義づけを行う。続いて今日のわが国における死の意味づけに関する研究に多大な影響を及ぼし  

ている欧米での研究の歴史的推移を把捉する。そしてわが国の研究知見から死の意味づけが如何  

に構造化されているのかを，特に因子分析の結果より呈示された概念構造を概観することで明ら  

かにする。さらにそれらの下位項目である関連要因について欧米での知見も踏まえながら検討す  

ることで具体的にどのような要因と死の意味づけが関連しているのかを明らかにする。そして最  

後に研究上の問題，特に方法論に依拠した諸課題を取り上げ，それらへの質的アプローチの有用  

性を呈したい。  

2．死の意味づけに関わる諸概念の定義とその問題  

2－1．死の不安と恐怖   

これまで死の意味づけに関わる研究領域において，研究の初期より最もその定義づけが問題視  

されてきたのは，恐らく死の不安anxietyと恐怖匝rの区別であろう（e．g．Kastenbaum＆Costa，  

1977；Neimeyer＆VanBrunt，1995）。つまり特定の対象に村する怖れを恐怖，はっきりした対象の  

ない漠然とした怖れを不安と区分する場合がある一方で，両者を判別することは意味を成さない  

との意見もあり，これらの区別に関する統一した見解が未だに得られていないのである。但し  

Neimeyer＆VanBrunt（1995：52）が述べるように，死の不安と恐怖の区別については概念的ある  
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いは実践的見地においては説得力に欠く上に，実際の研究においては滅多に区別されて用いられ  

ることはない。また，死の不安を死という状況に村する予期から起こる個人が日々の生活の中で  

経験する死と死に逝く過程に対する恐怖として位置づけるならば（Fry，2003），議論の余地は残  

しつつも，両者を不可分なものとして扱うことが妥当であると考えられる。  

2－2．死の受容と否認   

「死の受容ded〟王dCC印加ICe」及び「死の否認血血山についても同様の問題が見られ，膨大な  

数の一般書物や臨床研究1が独自の見解を呈している一方で，その定義について実証的見地から  

明らかにしているものは皆無に等しい。この間題の所在は，多くの研究において常に指摘されて  

いる包括的な理論モデルとその理論に基づいた研究方法の欠落，及び実践場面との東経（e．g．  

Kastembaum，2001；Neimeyer，1994；Tomer，1992；Tomer＆Eliason，2000a）に見出すことができる。   

その中にあって，自己の終焉に対する受容は単に死の怖れの不在を示すのではないという実存  

的仮定に基づいた実証的研究を展開しているWongらによる定義は着目に催する。すなわち死の  

回避の中核に位置するものが「否認」であり（Wong，2000：29），一方「死の受容」とは自身の終  

焉に対する認知的な気づきとその知覚への肯定的あるいは中立的な感情の反応を含む「最終的な  

退場に心理学的に準備すること」である（Wong，Reker，＆Gesser，1994：124）。しかしこのWongら  

による定義にも問題がないわけではない。つまりKastenbaum（2004：36－41）が述べるように，死  

の受容や否認はそもそも外的環境からの影響を多分に受け，長期に亘る他者との関係性の中で  

日々刻々と変化する様々な側面を表しているのであり，さらにそれらは個人が達成しようとする，  

あるいは対抗しようとする何かを理解する立場にいる場合においてのみ評価できるものである為  

に，自己報告による質問紙から描き出されるようなものではなく，寧ろ現実生活の状況における  

真の力を表すものであるならば，蓋しそこには意味の豊かさを十分に掬い得ない方法論的な問題  

が存在しているとも考えられる。この間邁は今後の諌邁と展望の部分において再度取り上げたい。  

2－3．死への態度，死生観，死の意味づけ   

死の怖れや受容は死の意味づけの一側面に過ぎないとして，近年では死の肯定的側面と否定的  

側面，そして何れの価値も含まない中立的な側面を包含する概念として「死への態度dgdJゐ  

attitudbs」が呈示されている（e．g．Gesser，Wong，＆Reker，1987；RanSt，＆Marcoen，1999；Wong，etal，  

1994）。この「死への態度」について特にMorgan（1995）は，死への態度は多かれ少なかれ特徴  

的な形で振舞う事への永続的な準備であると定義付けられる（Kalish，1978）ことから一般的な態  

度と異ならないと述べており，然るが故に概念的には感情脚cJ，認知相即繭血，行動あgゐdVわrの  

3成分によって構成されると考えてよいだろう。しかし実際の実証研究においては，死や死に逝  

く過程に対する行為傾向2について言及されることは稀であり，むしろ感情や信念についての言  

語的叙述を主として把捉している為に，わが国では「死生観」3と同義的に用いられている。その  

他，金児（1997）が死に対する相対的態度構造として位置づけている「死観deαJカタer岬eCJ血∫」  

や，堀（1996a，1996b）の「死への意識」も，その認知や感情の把捉を志向している点において  

共通している。   

ところで上記を踏まえた上で「死の意味づけ椚eα〃わgげdg8助」についても同様に定義すること  
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が必要であろう。「死の意味づけ」は，それが死や死に逝く過程への感情や認知の枠組み，そし  

て意味づける行為も含む程度においては，概念的な意味での死への態度とほほ同義であると考え  

られる。しかし死の意味づけはさらにそれ以上のものを含意する。すなわち意味は，意味づけの  

意思と意味を求める意思という2つの異なった，しかし相互に関係した側面を持つと考えられ，  

一方は間接的で定義的な意味，つまりライフイベントや人生一般についての解釈に村し言及した  

経験に村する意味であり，先の3成分は主として言語的記述により把捉されたという点において  

この解釈学的な意味と同様である。もう一方はライフイベントや誰かの人生について誰かが抱い  

ている目標や動機に対し言及した実存的意味あるいは意味に満ちたもの，つまり意味の経験と呼  

ばれるものである（Reker＆Chamberlain1999a：1）。従って「死の意味づけ」は概説した諸概念を  

包括するものとして位置づけられよう。  

3．欧米での死の意味づけに関する研究の歴史的推移4   

Neimeyer＆VanBrunt（1995）によれば，欧米では死の認識について比較的早期から関心がも  

たれてきたものの，実証的なデータに基づいた研究が行われるようになったのは近年になってか  

らであり，実際の研究のピークは社会的な関心を集めたKubler－Loss（1969）の「Ondeathand  

Dying（死ぬ瞬間）」の出版より数年が経過した77年から84年と，86年から90年にかけてである。  

この中で特に発展が目覚しいのが，95年までの20年間に刊行された研究の95％以上が採用してい  

る直接的に死への態度を問う質問紙法によるものである。   

こうした研究の初期から一貫して関心が持たれてきたのは高齢者の死に対する不安や恐怖など  

の死の否定的側面についてであり，本格的研究は，死の不安尺度を作成することから始められと  

いえる。代表的な死の尺度としてはDeathAnxietyScale（DAS；Templer，1970）が挙げられる。   

しかしその後，死の怖れは一次元的ではなく，多次元的に把捉することが叫ばれるようになり，  

RevisedDeathAnxietyScale（RDAS；Thorson＆Powell，1994），HoelterMultidimensionalFearof  

DeathScale（MDFODS；Hoelter，1979；Neimeyer＆Moore，1994），Collett－LesterFearofDeathScale  

（Collett＆Lester，1969；Lester，1994）などの尺度が開発されている。   

さらにこうした死の不安感の尺度化を発展させる一方で，死の否定的な側面のみでなく，その  

肯定的側面にも目を向けることの重要性が叫ばれるにつれ，死への態度を多次元的に捉えようと  

DeathAttitudeProfile（DAP；Gesser，etal，1987）を経て，否定的側面としての「回避」「恐怖」と  

3つの受容の形態，すなわち「積極的受容」「中立的受容」「回避的受容」の5つの態度からなる  

DeathAttitudeProfile－Revised（DAP－R；Wong，etal，1994）が開発されている。  

4．国内における死の意味づけに関する研究：概念構造についての検討   

まず杉山ら（1986）は調査表に従った面接調査を実施し，死の受容・平安な死，家族・治療者  

への親和性，人生に対する満足感，信仰，他者の死の体験によって構成される「生命の質と死の  

受容（これを杉山らは死生観の基本としている）」，死後への気がかり，人生への不満足感によっ  

て構成される「人生と死についての充足感一不満感」，疾病の予後に関する精神的働きによる  

「疾病予後についての不安」の3因子によって「死生観」の心理空間構造を説明している。また  

金児（1995）は，老人大学の高齢者を対象にした調査において「浄福な来世」「遺族への配慮」  
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「未知」「苦痛と孤独」「挫折」「不可測」「虚無」の8つの因子を，また若年層を取り入れた調査  

では「暗黒と消滅」「恐怖」「浄福な来世」「無関心」「人生の試練」「生の証明」「未知」「虚無」  

の8因子を見出している。さらに河合ら（1996）はDASとDAPを用いた面接調査を行い，「死の  

不安」「死の恐怖」「積極的受容」「中立的受容」「回避的受容」の因子を抽出している。5 また青  

木（2000）は，死観尺度に新たな質問項目を加え，最終的に「死の恐怖」「死への諦観」「生の証  

明」「至福な来世」「死の不可知性」「長寿」の6因子を抽出している。そして小池・岩脇（2001）  

は，10代から70代までの男女507名に村して質問紙調査を行い，最終的に「死の受容」「死後の世  

界の存在」「死の思索」「死の恐怖」の4因子を抽出している。   

以上の因子分析の結果より呈示されている概念構造を概観すると，各研究において通底するも  

のとしてまず挙げられるのが「死の怖れ」である。これは杉山ら（1987）および金児（1995）の  

老人大学の高齢者を村象とした調査以外で独立した因子として抽出されていることから，Wong  

（2000：28）の，死の怖れは最も強力で普遍的な死への態度と見倣せるとの見解にほぼ賛同できる  

ものである。但し河合ら（1995）は死の恐怖の次元を死の過程への恐怖と分離して検討した結果，  

純粋な死の不安より死に際の苦しみについての怖れに高い反応率が示されることを見出してお  

り，今後は両者を区別して調査すべきかもしれない。加えて死を未知なるもの，苦痛と孤独，挫  

折，あるいは不可測なものと見撤す，単なる恐怖とは異なる死の否定的側面も呈示されており，  

死の怖れのみならず否定的な意味づけの多様性にも配慮することが必要である。   

次に何れの概念構造においても見られるものは「死の受容」である。但し，小池・岩脇（2001）  

において抽出されている「死の受容」がむしろ死の怖れの対立項として位置づけられているのに  

対し，その他の研究ではより具体的な受容の形態が独立した形で抽出されている。すなわち死後  

の世界への肯定的な言及によって構成される「積極的受容（河合・他，1996）」は，「死後の世界  

の存在（小池・岩脇，2001）」や「至福な来世（青木，2000）」，「浄福な来世（金児，1995）」と村応  

しているといえよう。また河合ら（1996）の「中立的受容」に関しては，命への惨さへの悲嘆と  

捉える日本人的な無常観を示す「虚無（金児，1995）」や「死への諦観（青木，2000）」と対応して  

いるといえる。   

その他には，金児（1995）と青木（2000）においては，死ぬまでに生きた証を残すことを志向  

する「生の証明」が相応しているが，これは死によって人生が完成するとする「人生の試練（金  

児，1995）」とも関連していると思われる。しかし，死についての思考や発話を示す「死の思索  

（小池・岩脇，2001）」，長生きすることを望む「長寿（青木，2000）」，死を現実の苦痛からの逃避  

と見倣す「回避的受容（河合・他，1996）」については対応する因子が見られない。   

以上，高齢者の死の意味づけには凡そ次のものが通底していると考えてよいだろう。すなわち  

死そのものと死に逝く過程への怖れ，死後への肯定的な意味づけ，人生に対する無常観である。  

5．国内における死の意味づけに関する研究：関連要因の検討  

5－1．人口統計学的要因6  

a．年齢   

わが国における高齢者の死の怖れについて，荒井（1994）は55歳から100歳の中高年男女93名  
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に面接を行った結果，年齢とともに死の恐怖を訴える数は減少し，65歳以上の人々（68名）の中  

では僅かに5名のみが死の怖れを訴えたと述べている。また橋本ら（1993）は，墓，葬式などの  

「死」を連想させる絵画の呈示を行いどのような感情が起こるか調べた結果，60歳代以降になる  

とそれまでの忌避観，恐怖感を示す回答が減り，さらに80歳代以降になるとなんとも思わないと  

いう回答が有意に増えたとしている。さらにShneidmanの「You＆DeathJに倣った一連の研究を  

行っている伊藤ら（1991）は，老人達の糾％が，死を「眠り，休息，再生，新たな始まり」など  

と次への発展的なイメージで捉えるとし，年齢の増加に伴い「終局」の意味は減少し「再生」の  

意味が増加していると述べている。従って概ねわが国の高齢者の多くは若者よりも死を恐れない  

といえ，欧米諸国における研究報告（TT10rSOn＆Powell，2000；RanSt＆Marcoen，1999；Wongetal，  

1994．レビューとしてKalish＆Kastembaum，2001）と同様である。しかし一方で年齢要因は影響し  

ないとの報告（金児，1995；小池・岩脇，2001）もあり，結論付けるには更なる知見の集積が必要  

である。   

一方， 高齢者のみを村象とした研究では死の怖れと年齢要因の影響は認められず（青木，2000；  

河合・他，1996），これは老年期において年齢は死の不安と関連しないとするFortnerらの結論と同  

様である（Fortner，Neimeyer，＆RybarCZyk，2000；Neimeyer＆Fortner，2001）。また受容に関しては，  

小池・岩脇（2001）では年齢を重ねるにつれて死を受容できるようになる傾向が示され，金児  

（1995）は死観の中でそれが最も希薄であるとしながらも年齢との有意な相関を報告している。  

しかし青木（2000）においては「死への諦観」のみが男女ともに加齢に伴う有意な変化を示し，  

また河合ら（1996）においては「中立的受容」の平均点がGesserら（1987）の結果と同様に高か  

った一方で，積極的受容とは関連していなかったと報告されていることから引き続き検討してい  

くことが必要である。さらにわが国の高齢者は死を人生の試練の場や最後のプロセスとして意味  

づける傾向が強く（菅・他，1991；金児，1995），生きた証を得ようとする傾向が見られるという  

（青木，2000；金児，1995）。   

以上のことから，わが国の高齢者は受容の中でも特に人生に対する無常観から死を受容する傾  

向があり，幸福な来世を望む傾向が希薄であるが，一方で生きてきた証や人生の集大成を得よう  

とする最後の場として死を意味づけているといえる。但し死の不安について「怖れていない」と  

断言しきれない感情の揺らぎや肯定的・否定的側面の両方が増加しているアンビバレントな意味  

づけが伺われたとの多くの報告がなされていることから（青木，2000；金児，1995；河合・他，1996），  

研究の蓄積とともに複雑な意味の揺らぎをも掬い得るアプローチが切実に求められているといえ  

よう。  

b．性別   

一般的には死の怖れの程度については女性の方が男性よりも高いと言われている（e．g．Fortner，  

etal，2000；Neimeyer＆VanBrunt，1995）が，こうした性差は若いコホートで見出されたものであ  

り，高齢者の死の意味づけに関して性差はみられないとの見解が支持されている（Fortner，etal，  

2000；Neimeyer＆Fortner，2001；RanSt＆Mrcoen，1999）。   

一方，わが国の日本人高齢者を村象とした調査では，死の怖れの程度について性別による差異  

は見られないとする報告（河合・他，1996；青木，2000）も見られるが，女性の方が男性よりも死  
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の怖れが高い傾向が見られるとする報告（辰巳，2000），逆に男性の方が女痙よりも死の怖れが高  

いとする報告（金児，1995）があり，一敦した見解が得られていない。   

また死の受容に関しては，女性高齢者は男性高齢者に比べて幸福な来世意識が高く，無常観は  

低いとの報告（青木，2000；金児，1995）や，また「死は苦しみからの解放である」や「死後，魂  

が残ると思う」などのWongら（1994）の回避的受容や積極的受容と関連すると考えられる項目  

において性別に関する傾向差が見られたとの報告（辰巳，2000）の一方で，河合ら（1996）は受  

容に関しても有意な性差は見られなかったとしていることから引き続き検証していくことが必要  

であろう。  

c．家族の存在   

河合ら（1996）によると家族の存在は死の意味づけと大きな関連があるという。つまり配偶者  

がいない場合は現在の満足感が乏しく，恐怖は高く，現世からの回避から死を受容する傾向が強  

い。また子どもは安心して自分の死と死後を委ねられる存在であることから低い死の怖れと関連  

し，さらに孫の存在は生きる張り合いを与えることで回避的受容の低さと関連しているのだとい  

う。また杉山ら（1986）も，配偶者が生存している場合には現実の生に肯定的で，身体が不自由  

なままでも生きること，死後の再生を期待しているが信仰に頼ることは少ないが，死別している  

場合は現実の生に否定的で，信仰をもって毎日を拝んでいるものの割合が多いと報告している。   

さらに杉山ら（1986）は，最後に看取ってもらいたい人が，配偶者や子どもなどの近しい人で  

あるときは，医師や看護婦であるときと比較して，死の受容がある程度発達しており，平安な死  

の受け入れが成し遂げられているようであると述べている。また黒田ら（1994）も配偶者から介  

護されている高齢者はそうでないものと比べて短命を期待するものは少なく，配偶者との繋がり  

が短命期待を防止していると考えられると述べている。これらの報告は，老人は親しい人にみと  

られながら死んでゆきたいという心性が存在しているという荒川（1994）の結論を支持するもの  

である。   

しかし一方で，橋本ら（1993）の研究結果から「死」が差し迫ったとき側にいて欲しい人は50  

歳代から70歳代では子どもを挙げるのに対し90歳代では医療スタッフに求めており，高齢になる  

に従い家族からの離脱を希望していることが認められる。理由として他人に迷惑をかけたくない，  

これ以上苦しみたくない，あるいは老醜を晒したくないというものが多いためであろうと橋本ら  

（1993）は述べているが，前述の親しい人に看取られながら死んで逝きたいという願望とのアン  

ビバレンスには今日の社会的状況が密接に関わっていると考えられる。  

d．死の経験   

近親者の死の経験は，老人の現在の死への態度に最も影響を与えているものの一つである（伊  

藤・他，1991；伊藤・松岡，1993；川島，2004）。とくに家族との死別体験のあるものは死を積極的に  

評価することによって死を受容する傾向が認められたとの報告（河合・他，1996）や，他者の臨  

終場面に立ち会った体験の有るときは良質の「死生観」と，無いときは不良な「死生観」と関連  

する傾向が認められたとの報告（杉山・他，1986）は「近親者の死の経験」の重要性を強調する  

ものである。ところで伊藤ら（1991）は現在の死に対する態度に最も影響を与えたものを「身近  
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なものの死」と答えるものが，女性は男性の2倍多いと報告しており，女性は子どもの死や配偶  

者の死からの影響を受ける機会が多い可能性が考えられる。   

一方で，欧米における諸研究を概観した結果，Neimeyer＆VanBrunt（1995）は近しい友人や  

近親者との死別などの悲哀の経験と，死への関心との関係性を見出すことはできないとしている。  

これはわが国では人と人との関係性が個人の信念や態度の形成に深く影響している為と考えるこ  

ともできようが，何れにしても更なる研究の集積が必要である。   

また近親者との死別体験の他に臨死体験乃gβrdgdJん叩gr血cgについては，体験者の死の怖れや  

回避的受容の傾向は低く，生かされている現在を慈しもうとする姿勢が見られると報告している  

が（河合ら，1996；Neimeyer＆VanBrunt，1995），この点に関して川島（2004）は自らの死を意識  

するような病や事故の経験が死の意味づけを大きく転換させる出来事であることを明らかにして  

いる。  

e．健康状態丁   

高齢者自身の健康状態は，近親者の死の経験とともに死の意味づけに影響を及ぼす主要な要因  

である（伊藤・他，1991；伊藤・松岡，1993；堀，1996a）。具体的には，健康に自信があるほど死を  

「一種の眠り，休息と平和」とする答えが少なく「精神の再生」や「人生の新たな始まり」とい  

った発展的な捉え方が多くなっているとの伊藤・松岡（1993）の報告や，既往歴や現在の疾病が  

死の見方に大きく影響するとして具体的な疾病の種類によっても死への認知の仕方が大きく異な  

ることを述べている杉山ら（1987）の報告が挙げられる。この健康状態と死の意味づけとの関連  

は欧米においても確認されており，健康状態が悪いほど死の不安が高いことが示されている  

（Fortner，etal，2000；Neimeyer＆VanBrunt，1995）。また黒田ら（1994）は健康状態の程度の低いも  

のは回避的に早期の終焉の到来を希望すると報告しているが，これはRanst＆MarCOen（1999）  

による後期高齢者の健康の質と回避的受容が関連するとの指摘と一致するものである。  

5－2．人格的要因8  

a．宗教と信仰   

宗教と死の怖れとの関係性はこの分野の研究当初から考慮されてきた問題であり，多くの研究  

知見は宗教と死の意味づけとの密接な関係性を示唆している。例えばTomer＆Eliason（2000b）  

は，宗教への傾倒は有意味性の感覚を向上させ，死の受容を促進する傾向があるとしており，ま  

たm。rS。n＆Powell（1990）も高齢のものは有意に高い宗教的な動機づけを持ち，低い死の怖れ  

を得点すると述べている。さらに内発的宗教性（A11port，1966）と死後の世界への信念，低い死  

の怖れ，そして死の積極的受容との関連が多くの研究において示唆されている（e・g・Falkenhain  

＆Handal，2003；Ranst＆Marcoen，1999；Thorson＆Powell，2000；Wong，2000）。   

一方わが国の研究結果はより混沌としている。つまり老人の多くは自らを信心深く，また宗教  

や信仰を死への態度に影響するものとして捉えており（伊藤・他，1991；菅・他，1991；伊藤・金  

峰，1992），特に信仰は死後世界への信念と強い関連が見られ（金児，1995；河合・他，1996），宗派  

に関係なく，信徒は非信徒よりも来世信仰が強い（金児，1997‥324）との報告の一方で，若年層  

の方が死後の世界の存在を信じているとの報告（小池・岩脇，2001）や，信仰の有るものは確か  
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に無いものより幸福な死後の世界を信じる傾向があるものの，その期待は非常に微弱である為，  

天国や死後の世界といった宗教的信念は強力な支えにとはなっていないとの報告（伊藤ら，1991；  

伊藤・松岡，1993；河合・他，1996）もあり一致した見解が得られていない。   

このような議論の紛糾には次の理由が考えられる。つまり第一にはNeimeyer＆Fortner（2001）  

やFortnerら（2000）が，宗教的な正統性と信念が死の受容と大きく関連している一方で単なる礼  

拝や宗教的な活動への参加は死への態度と関連していないことからそれらの区別を主張している  

にも拘わらず，わが国の諸研究においてはそのような区別は金児（1995，1997）を除いて行われ  

ていないという問題である。第二にはわが国の宗教観は非常に特異であり，特定の教義や教祖を  

抱く宗教や宗派に属さない個人は言うまでもなく，特定の宗教を持つ個人においてさえ土着の自  

然宗教や民間信仰からの影響を暗黙裡のうちに受けており，明示的な教義をもつ宗教と同様にわ  

が国における個人の死に対する意味づけの形成に大きく寄与していると考えられ，特に幼少より  

生活のあらゆる場面において素朴で豊かな信仰の中に育ってきた現在の高齢者にはその傾向は顕  

著であるにも拘わらずこれまで軽視されてきたことである。そしてこれらの問題点を考慮した川  

島（2004）によれば，宗教や信仰は死の意味構築に重篤な影響を及ぼす社会文化的要件であるこ  

とが示唆されている。  

b．自我の統合   

死の不安と自我の統合の関係性について，特にFortnerら（2000）は低い自我統合の程度は高い  

死の不安の予測因子となると指摘している。またこの自我統合は人生に対する満足感とともに居  

住形態と密接な関連があり，自我統合の程度が低い施設入居者は死についての高い懸念に特に脆  

弱であるという（Neimeyer＆Fortner，2001）。一方わが国においては，現在のところ自我統合と  

死の不安や受容との関係性を直接扱った研究は見られないが，岡本（1990）は高齢者の自我同一  

性の達成度と死の受容の関連について調査を行い，死の受容群は否受容群に比べて自我同一性の  

達成度が高く，老年期以前の人生段階における心理社会的課題をより達成していることを明らか  

にしている。但しこれらの研究においては，自我統合を測定する方法についての議論の不足に加  

え，自我統合が死の不安や恐怖と実際にはどのような交互作用を有するのかは明らかとなってい  

ない。それらに寄与する複雑な背景も含め今後明らかにすべき課題である。  

c．有意味性   

死の不安との関連において，Tomer＆Eliason（2000b）は人生に対する有意味性meaningfhlness  

の強い感覚は，年齢を問わず，人生を価値あるものとして見倣し，非存在の恐怖を低減するのに  

貢献すると報告しており，また主観的幸福感の高いものは，死を人生の不可避的な現実として受  

容する傾向が強く（RanSt＆MarCOen1999），人生への肯定的な意味づけは，積極的受容と中立的  

受容に有意に相関している（Wo喝，2000）との報告もなされている。   

一方わが国においても，辰巳（2000）が死の不安が高いこととQOLの低さの関連を報告してい  

る。また小池・岩脇（2001）は，過去・現在・未来のそれぞれに村する評価のうち，過去と現在  

に対する肯定的評価が死の受容と正の相関を，死の恐怖とは負の相関を有し，未来への楽観的予  

測は死後世界の存在に対する信念と正の相関を，死の恐怖とは負の相関を示したと報告している  
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ことから，人生に村する肯定的な見方は死の怖れと受容に関連しているといえよう。  

6．総括と展望  

6－1．総括   

本研究では今後の研究の足場を形成することを目的として諸研究の知見の概観，整理が行われ  

た。具体的にはまず諸概念の定義の再考が行われた。ここでは死の怖れや受容を認知，感情，行  

動の3側面から捉え，さらにその中核に実存的意味を据える「死の意味づけ」を，諸概念を包括  

する概念として定義された。続いて欧米での死の意味づけに関わる研究の歴史的推移を概観した  

上で，わが国における高齢者の死についての意味づけの概念構造を整理した結果，死と死に逝く  

過程への怖れ，死後世界への肯定的な意味づけ，そして人生に対する無常観が概ね通底している  

ことが明らかとなった。関連要因については，とくに若年齢層との比較において有意な年齢差が  

見られるものの，高齢者間での年齢差や性差については一貫した知見が得られていない。さらに  

それら以外の諸要因との関連が指摘され，とくに家族の存在，身近な者の死，健康状態が大きく  

死の意味づけに関与していることが示唆された。ただし関連が指摘された諸要因は他者との関係  

性を媒介して意味づけに影響している可能性も伺われる。さらに欧米では特に顕著な要因である  

信仰に関しては結果が一貫しておらず今後更なる研究の蓄積が求められていることが呈示され  

た。  

6－2．課題と展望   

今後の研究の課題としては包括的な理論体系の構築，より精緻化された計画，要因の統制，そ  

して高齢者を代表とするサンプルの丁寧な選定に取り組むことが挙げられる一方で9，Neimeyer  

（1997－98）による，調査者は死に村する意味づけの全ての関連する側面が質問紙によって評価可  

能であるとの思い込みに用心すべきであるとの警鐘に見られるように，研究の大部分が採用して  

いる質問紙法についてのより本質的な問題も存在している。   

すなわち第一には，質問紙偏重の現状においては個人内でのアンビバレントな感情や意味の多  

様性を掬い得ていないという間邁である。第二には，死の意味づけに関連する多様な要因が報告  

されているものの，それらの如何なる相互作用のダイナミクスのうちに個人の死の意味づけが構  

築されるかに焦点が当てられていないという問題である。すなわちNeimeyer（1994：270）が述べ  

るように人間の死に対する態度はそれらが本質的に時に生きることに対するものであるという意  

味において，本来的に時間的なものであるが，Reker＆Chamberlain（1999b‥201）が述べるよう  

に，死の実存的意味のプロセスと老年期という特定の人生投階を関連付けようとしたEriksonらに  

ょる努力にも拘らず，現存の理論的アプローチには発達的論点が欠如しているという問題である。  

そして第三には，死の意味づけは解釈学的意味においても，実存的意味においても文化や歴史の  

制約を免れず，宗教や哲学的体系などのイデオロギーの影響を受けており，別言すれば死の意味  

づけは個人的であると同時に社会的である（Kenyon1999‥9）にも拘らず，個人的経験と社会文  

化的影響が如何なる相互作用において死の意味づけを構築するのかについては殆ど触れられてい  

ないという問題である。  
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然り而して上記の諸問題への有効なアプローチとして質的アプローチ10を呈示したい。それは  

次の理由からである。すなわちReker＆Chamberlain（1999b：203）が述べるように，意味づけは  

本質的に経験的，構成的であり，そして言語的に接近できる為に，質的なアプローチは意味の知  

見を実質的に拡張し，この領域を開拓する特有の根拠を持つといえ，さらにCarverhi11（2002）が  

述べているように，個人や集団についての語りや物語の面白さに焦点化する様々なデータ収集の  

方法論をもつことで，質的研究は死の意味づけに関わる研究領域において顕著な可能性を有して  

いるからである。その中でもとくに個人が紡ぐ物語へのアプローチは，Bmner（1粥7）が述べる  

ように，人生についての物語を，人生を生成するための一連の手続きと見倣すことで，ある人生  

の表現として意味を成すものに光を当てることが出来るアプローチであるといえよう。11さらに  

生涯における個人の経験についての研究は，語りの形態の操作とそのライフストーリーが他のス  

トーリーとどのように結びついているかに注目することを求めるが故に（Polkinghorne1988：  

119），個人にとって主観的に重要な諸要因と死の意味づけの関係性を問うことが可能である。   

具体的な研究として，例えばViney（1993；162－173）は老年期の幾つかの異なった死に方の様  

式や死に直面した際の感情反応について，西洋文化で共有され，宗教的信念や老人の死における  

自我統合の役割を担う死に方への隠喩や物語を探索している。またNeimeyer（2001）は悲嘆への  

心理療法的介入において人生の新たな意味を見出すための道具としての物語の有用性を報告して  

いる。また老年期に焦点化してはいないものの，Owens＆Payre（1999）は，死と死に逝く過程  

についての質的研究として，インタビュー，ケース・スタダイ，参与観察，パーソナルコンスト  

ラクト理論に基づくアプローチ，グラウンデッド・セオリー，言説的アプローチについて簡単に  

紹介し，その有用性について述べている。この他にも他者の死の意味づけや慢性疾患患者の死の  

意味づけについての質的なアプローチ12が報告されているが，その一方で本稿で扱ってきた老年  

期の死の意味づけに実証的見地から迫るものは稀有である。またわが国においては辰巳（2000）  

が死後観についての半構造化面接を行い，死の不安の程度によって判別された群間によって死後  

についての語りが異なることを明らかにしているが，理論に基づく方法論を明確に呈示している  

質的な研究はこの分野において未だ皆無に等しい。   

このような現状を受け，川島（2004）は老年期の死についての豊かな意味を掬うことを志向し，  

個人が紡ぐ物語に着日した研究を展開している。またそこでは特に社会文化的背景としての宗教  

との如何なる相互行為において意味づけが構築されるのか，さらにその意味づけが生涯に亘り経  

験する様々な出来事を通じどのように発達変化していくのかを明らかにしている。   

蓋しこの領域において質的な方法による研究は未だに発達途上にあり，今後更なる研究の蓄積  

が切実に求められているといえよう。  
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注  

1菊井・竹田（2000）は死に直面した個人自身の記述や評論家・専門職の見解を検討し，わが国に   

おける「死の受容」とは，人生の発達の最終段階における人間の成熟した肯定的で力強い生活行   

動をいい，達成感，満足感，幸福感を伴い，死に逝く者と看取るものの協同作業で達成すると述  

べている。  

2 死への態度の行動的構成要件には，遺書を書く，墓の手配をするなどの直接的に関係する行動の   

他に，墓参りや先祖の供養，葬式や法事への参加などが考えられる。  

3 伊藤・永崎・一柳（1991）は，「死生観」を生と死の捉え方であり，より良く生きること，より良  

く死を迎えることに関しての個人レベルでの取り組みの規範や価値体系である定義している。  

4 各尺度についての詳細はNeimeyer（1994）やNeimeyer（1997－98）に，欧米での死の意味づけに関   

する全般的な研究の動向についてはNeimeyer，Moser＆Wittkowski（2003），Neimeyer，Wittkowski＆   

Moser（2004），Neimeyer＆VanBrunt（1995）に，特に高齢者に関する知見についてはFortner＆   

Neimeyer（1999），Fortner，Neimeyer，＆Rybarczyk（2000）に詳しい。  

5 但し因子分析の結果は文化的な差異を示し，Gesserら（1987）の結果と若干異なる部分もあるとし  

ている。  

6 死の意味づけに影響するその他の人口統計学的要因として，まず「学歴」は積極的受容と回避的   

受容に寄与する，すなわち学歴の低いものほど死後の人生への期待が大きいということが報告さ   

れている（河合・他，1996）。次に「経済状態」について死の恐怖と回避的受容との関連が報告さ   

れている（河合・他，1996）。また杉山ら（1986）は生活費の依存型は自分の「死」についても他   

者依存的であり，反対に生活費自立型群は自分の「死」についても自律的で心理的距離をおいて   

眺めることができるようであったと報告している。さらに「居住形態」について欧米での施設入   

居者は自立して生活しているものと比較して非常に死の不安が高いとの報告（Fortner，etal，2000；   

Neimeyer＆VanBrunt，1995）とは異なり，わが国では黒田ら（1994）が老人施設入所者と在宅老  
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人の死の意味づけを比較した結果，施設入居者に短命を期待するものが多かったとしながらも，   

死の不安や恐怖に関して差は見られず一様に低い値を示したと報告している 。但しNeimeyer＆   

Fortner（2001）が述べているように，居住形態は直接的に死の意味づけに寄与するというよりも   

貧しい健康状態や減退した人生への満足感，そして家族との関係性や経済状態を媒介して死の意   

味づけに影響するものであり，むしろこうした要因間の連関に着目することが必要であろう。そ  

の他，「民族性」については河合ら（1996）や金児（1995）が日本人は諸外国と比較して死の怖れ  

が顕著であると報告している。  

7 身体的健康状態の他に，Fortnerら（2000）やNeimeyer＆Fortner（2001）は，抑うつや心的外傷な  

どの心理学的問題を高い死の不安の予測因子として挙げているものの，わが国では十分に注意が  

向けられていない。  

8 その他の人格的要因として，まず「趣味」が有る場合，死との心理的距離が遠く，現実の生に肯  

定的であるが，趣味が無い場合には，死との心理的距離が近く，生に村しては悲観的，拒否的で  

あり，死を情緒的に受け入れる傾向が強いと報告されている（杉山ら，1986）。また「自我機能」  

については，積極的受容群は他群に比べて全般的に高い自我機能を備えている（岡本，1990）。さ  

らに「死の準備」は死の積極的受容と関連するとの報告がなされている（河合・他，1996）。この   

他，「死の思索頻度」に関しては，堀（1996a）が高齢者の実に81％が死を話題にしてきたことを   

呈示している一方で，老人が特に自分の死について他の年齢層より多く考える傾向があるとはい  

えないという報告（伊藤・他，1991）もあり簡単に結論付けることはできない。これは橋本ら   

（1993）の述べるように，受け入れてはいるもののあれこれ考えたくないという複雑な心境，敢え  

ていえば死の不安の抑うつがあるためとも考えられる。  

9 特に死の意味づけに影響するであろう，死への知覚された近接性や生活の質，主観的な時間の経  

過，そして老年期の発達課題の達成など高齢者特有の要因への注意深い洞察が必要である   

（Neimeyer＆Fortner，2001）。  

10 質的研究は死の意味づけに関わる研究でも近年注目されてきており，この分野の著名な雑誌であ  

るDeathStudiesの26巻3号には質的研究の特集が組まれていることからもその関心の高さが伺え  

る。  

11またNeimeyer＆VanBrunt（1995：52－57）は，絵画を用いて死の印象を探ろうとする投影法（e．g．   

Feifel＆Nagy，1981）や言葉を読む際の態度を測定する実験を行う方法（e．g．Alexander＆   

Alderstein，1958），Krieger，Epting＆Hays（1979）によって開発されたThreatIndex（TI）を用いた   

構造化インタビュー，20のオープンエンドな質問項目への自由回答を分析するRevisedTwenty   

StatementTest（R－TST；Durlak，Horn，＆Kass，1990）を紹介しており，これらは死の意味づけの個性  

記述的側面を描写できることから今後さらに調査を行っていくだけの価値を有していると述べて  

いる。  

12 前者に関しては例えばBlack＆Rubinstein（1998－99）やGilbert（2002）などが挙げられ，後者には   

Crosserly（2000）が挙げられる。またわが国においても，やまだ（1999，2000a，2000b）が友人や  

ヒーローの死をどのように意味づけていくのかを個人の物語より迫った先駆的研究を行っている。  

（博士後期課程1回生，教育方法学講座）  

（受箱2004年9月9日，改構2004年11月19日，受理2004年11月30日）  
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The meaning of death of the elderly
: Perspectives and future approaches

KAWASHIMA Daisuke

The aim of this paper is to shed light on the meaning of death, especially of the elderly people in Japan.

First of all, this paper provides some definitions of death-related concepts, i.e. death anxiety, fear of death,

death acceptance, and especially the definition of death attitudes and the meaning of death will be

discussed. Furthermore, the methodological issues on the meaning of death in the Western world will be

treated. In addition, a review of the literature on the meaning of death will be provided. Moreover, studies

on the meaning of death of the older populations in Japan will be described and the structure of the

meaning of death proposed by the results obtained from statistical analysis will be provided. In this review,

some of the demographic and personal factors that influence the personal constructs of the meaning of

death are discussed. Finally, the problems of current research and future possible approaches will be

proposed. In particular, the great potentialities of qualitative research that capture some of the complexities

and fruitfulness of the human encounter with death are proposed in the final section.
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